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　特願２０１１－５３１００９「架橋脂肪酸を基材とした生体材料」拒絶査
定不服審判事件〔平成２２年４月１５日国際公開、
ＷＯ２０１０／０４２１３４、平成２４年３月１日国内公表、特表
２０１２－５０５０２５〕について、次のとおり審決する。

結　論
　本件審判の請求は、成り立たない。

理　由
第１　手続の経緯
　本願は、２００８年１２月３日（パリ条約に基づく優先権主張：２００８
年１０月１０日（米国）、２００８年１２月１日（米国））を国際出願日と
する出願であって、平成２６年３月４日付で拒絶査定がなされたのに対し
て、平成２６年７月７日に拒絶査定不服の審判請求がなされ、それと同時に
手続補正書が提出されたものである。

第２　平成２６年７月７日付け手続補正についての補正の却下の決定
＜補正の却下の決定の結論＞
　平成２６年７月７日付けの手続補正（以下、「本件補正」という。）を却
下する。

＜理由＞
１　補正の内容
　本件補正は特許請求の範囲を補正するものであって、特許請求の範囲の請
求項１について、本件補正前の
「医療デバイス用コーティングであって、
　前記コーティングは、架橋脂肪酸を含み、前記脂肪酸は、５～５０％の
Ｃ１６脂肪酸を含み；そして、

　前記コーティングは、インビボで遊離脂肪酸、グリセリドおよびグリセ
ロールに加水分解する、コーティング。」を、
「医療デバイス用コーティングであって、
　前記コーティングは、架橋脂肪酸を含み、前記脂肪酸は、５～５０％の



Ｃ１６脂肪酸を含み；

　前記コーティングは、インビボでの加水分解を促進するのに十分な量のカ
ルボン酸基を含み；
　前記コーティングは、外部架橋剤を含まず；そして、
　前記コーティングは、インビボで遊離脂肪酸、グリセリドおよびグリセ
ロールに加水分解する、コーティング。」とする補正（以下、「補正事項
１」という。）を含むものである。

２　補正の目的
　補正事項１は、（１）「前記コーティングは、インビボでの加水分解を促
進するのに十分な量のカルボン酸基を含み」および（２）「前記コーティン
グは、外部架橋剤を含まず」を発明特定事項として追加することを含むもの
であるが、（１）については、本件補正前の請求項１８における「インビボ
での加水分解を促進するのに十分な量のカルボン酸基を含む、請求項１…に
記載のコーティング。」との記載に基づき、また（２）については、本件補
正前の請求項２４における「外部架橋剤を含まない、請求項１…に記載の
コーティング。」との記載に基づきなされたものといえる。
　このため、補正事項１は新たな技術的事項を導入するものではないから、
特許法第１７条の２第３項に規定する要件を満たしている。
　また、該コーティングに含まれるものおよび含まれないものについて限定
するものであり、補正の前後で産業上の利用分野および解決しようとする課
題は同一であるから、特許法第１７条の２第５項第２号に掲げる特許請求の
範囲の減縮を目的とするものに該当する。
　したがって、補正事項１は特許法第１７条の２第３項および第５項に規定
する要件を満たしている。

３　独立特許要件
　補正事項１は、特許法第１７条の２第５項第２号の場合に該当するから、
同条第６項で準用する同法第１２６条第７項の規定に適合しているか否かを
検討する。
（１）補正事項１による本願請求項にかかる発明
　補正事項１による本願請求項１に記載される発明（以下、「補正発明」と
いう。）は次のとおりである。
「医療デバイス用コーティングであって、
　前記コーティングは、架橋脂肪酸を含み、前記脂肪酸は、５～５０％の
Ｃ１６脂肪酸を含み；

　前記コーティングは、インビボでの加水分解を促進するのに十分な量のカ
ルボン酸基を含み；
　前記コーティングは、外部架橋剤を含まず；そして、
　前記コーティングは、インビボで遊離脂肪酸、グリセリドおよびグリセ
ロールに加水分解する、コーティング。」
（２）引用刊行物およびその記載事項
　本願の出願（優先日）前に外国において頒布された刊行物であることが明
らかな刊行物Ａ（原査定の引用文献１）には、次の事項が記載されている。
刊行物Ａ：国際公開第２００７／０４７７８１号
　なお、刊行物Ａは英語で記載されているところ、下記摘示はその訳であ
る。
ア
「発明の概要
　治療薬またはコーティングの分解生成物のいずれかによる慢性炎症を起こ
すことなく、局所組織に持続的および好ましくは制御様式で治療薬を放出お
よび送達しうる薬物送達コーティングが望まれている。本発明はこの必要へ
の取り組みを促進する様々な解決策を目的とする。
　細胞による生体吸収可能で、かつ機械的または再灌流障害により損傷され
た組織（例えば、血管組織）に慢性局在化炎症を誘導することなく薬物を送
達しうるコーティングであり、それにより細胞がコーティングの分解生成物
を治療薬と共に消費するにつれて、コーティングおよび治療薬が細胞により
摂取および代謝される、コーティングも望まれている。
　様々な局面において、本発明は、一つまたは複数の治療薬の制御負荷、治
療薬の持続放出、および治療薬の制御放出を容易にする、一つまたは複数の
治療薬を含む疎水性非ポリマー性架橋ゲルコーティングであり、摂取および
吸収されるコーティングの製造法を提供する。様々な態様において、出発原
料を含む天然油から架橋ゲルを生成するのに用いる硬化条件の制御；それか
らゲルを生成する出発原料を含む天然油中のフリーラジカル捕捉剤の使用、
またはその組み合わせにより、疎水性非ポリマー性架橋ゲルの薬物放出特性



を調整する方法が提供される。様々な態様において、本発明の方法は、ゲル
の架橋の程度を制御することにより疎水性非ポリマー性架橋ゲルコーティン
グの薬物放出特性を調整する。様々な態様において、本発明の方法は、架橋
ゲルにおける脂肪酸、トコフェロールおよび可溶性成分のレベルを制御する
ことにより、疎水性非ポリマー性架橋ゲルコーティングの薬物送達特性を調
整する。
（略）
　様々な局面において、本発明は、架橋ゲル層の少なくとも一つが一つまた
は複数の治療薬を含む、疎水性架橋ゲルの一つまたは複数の層を含む非ポリ
マー性生体吸収性薬物放出コーティングを有するコーティングされた医療デ
バイスを提供する。様々な態様において、薬物放出コーティングはインビボ
で実質的に乳酸またはグリコール酸化合物のいずれかに分解されることはな
い。様々な態様において、薬物放出コーティングはインビボで実質的に非炎
症性化合物に加水分解する。様々な態様において、コーティングされた医療
デバイスは治療薬の患者への長期局所送達を行うために、患者に埋め込み可
能である。様々な態様において、送達は少なくとも部分的には経時的に放出
される治療薬の全量および相対量によって特徴づけられる。様々な態様にお
いて、調整された送達特性は架橋ゲル内の可溶性成分のレベルによって制御
される。様々な態様において、送達特性はインビボでのコーティング成分お
よび治療薬の溶解性および脂溶性の関数である。」（４頁５行－５頁３０
行）
イ
「本明細書における教示は、硬化魚油軟部組織メッシュコーティングが薬物
負荷した魚油コーティングの埋め込みデバイスからの放出特性を調節可能と
しうることを示している。様々な態様において、放出特性はコーティング組
成および硬化時間を変えることによる油コーティング化学の変化を通じて制
御することができる。教示は、１５０°Ｆで３日間の硬化により生成した疎
水性非ポリマー性架橋ゲルは２００°Ｆで２４時間硬化したものよりも過酸
化物／エーテル／炭素－炭素架橋が少ないことを示している。教示は、硬化
魚油コーティングの架橋およびゲル化は、温度が上がるにつれて増加する魚
油成分中のヒドロペルオキシドの生成に直接依存しうることを示している。
本明細書に提示する溶解実験により、薬物放出およびコーティング分解は
１５０°Ｆの硬化条件を用いて生成した架橋コーティングでは、２００°Ｆ
の硬化条件を用いて作成したものに比べて速いことが明らかにされてい
る。」（６頁３１行－７頁１０行）
ウ
「図７は実施例１の硬化魚油コーティングのけん化後に検出された脂肪酸鎖
の様々な化学構造の概略を示す図である。」（８頁１２－１３行）
エ
「硬化およびゲル形成
　一つまたは複数の治療薬を含む天然油出発原料を硬化して、本発明の薬物
放出および送達コーティングのための非ポリマー性架橋ゲルコーティングを
生成するために、いくつかの方法が利用可能である。本発明の疎水性非ポリ
マー性架橋ゲルコーティングを生成するための出発原料の好ましい硬化法に
は、加熱（例えば、オーブン、広帯域赤外（ＩＲ）光源、コヒーレントＩＲ
光源（例えば、レーザー）、およびその組み合わせの使用）および紫外
（ＵＶ）線照射が含まれるが、それらに限定されるわけではない。出発原料
は自動酸化により架橋されてもよい。
（略）
　本明細書に記載の様々な態様に従い、本発明の薬物放出コーティングの
コーティング成分は、脂肪酸化合物から誘導されうる非ポリマー性架橋ゲル
で生成される。コーティングを生成するために用いられる油が魚油またはそ
の類縁体もしくは誘導体である場合、脂肪酸にはω－３脂肪酸が含まれる。
液体魚油を加熱すると、魚油中に酸素を吸収して自動酸化が起こり、魚油中
の不飽和（Ｃ＝Ｃ）部位の量に応じた量のヒドロペルオキシドを生じる。し
かし、（Ｃ＝Ｃ）結合は最初の反応では消費されない。ヒドロペルオキシド
の生成と同時に、（Ｃ＝Ｃ）二重結合の共役に加えて二重結合のシスからト
ランスへの異性化が起こる。ヒドロペルオキシドの生成は温度と共に増大す
ることが明らかにされている。魚油を加熱することで、過酸化物
（Ｃ－Ｏ－Ｏ－Ｃ）、エーテル（Ｃ－Ｏ－Ｃ）、および炭化水素（Ｃ－Ｃ）
架橋の組み合わせを用いての魚油の不飽和鎖間の架橋が可能となる。架橋の
生成はコーティングのゲル化を引き起こす。加熱はシス（Ｃ＝Ｃ）結合のト
ランス配置への異性化も引き起こしうる。（Ｃ＝Ｃ）結合はディールス－ア
ルダー反応を用いてグリセリド炭化水素鎖におけるＣ－Ｃ架橋も形成しう
る。架橋によるコーティングの固化に加えて、ヒドロペルオキシドおよび
（Ｃ＝Ｃ）結合の両方が二次反応を起こして、アルデヒド、ケトン、アル



コール、脂肪酸、エステル、ラクトン、エーテル、および炭化水素を含む低
分子量の二次酸化副生成物へと変換される。」（２６頁２５行－２９頁３
行）
オ
「したがって、様々な態様において、本発明の薬物放出コーティングは、魚
油のものなどの脂肪酸化合物から誘導される非ポリマー性架橋ゲルを含み、
これは遊離および結合グリセロール、モノグリセリド、ジグリセリド、およ
びトリグリセリド、脂肪酸、無水物、ラクトン、脂肪族過酸化物、アルデヒ
ド、およびケトン分子に加えて、トリグリセリドおよび脂肪酸分子の架橋構
造を含む。ゲル中の大部分の架橋を形成している過酸化物結合に加えて、硬
化後にかなりの量のエステル結合が残っていると考えられる。コーティング
は分解（例えば、加水分解により）して脂肪酸、短鎖および長鎖アルコー
ル、ならびにグリセリド分子を生じ、これらはすべて非炎症性で、同様に、
例えば、平滑筋細胞などの細胞により消費されうる。したがって、コーティ
ングは生体吸収性で、実質的に非炎症性化合物に分解する。架橋の量は硬化
温度、硬化時間、抗酸化剤の量、ＵＶ照射への曝露または乾性油の有無を改
変することにより調節しうる。
コーティングの生体吸収
　本発明の好ましい態様の薬物放出コーティングのコーティング成分が生体
吸収性であることから、コーティングは体組織の細胞によって経時的に完全
に吸収されることになる。様々な態様において、コーティング中の物質、ま
たはコーティングのインビボ変換副生成物で炎症反応を誘導するものは実質
的になく、例えば、コーティングはインビボで非炎症性成分に変換される。
例えば、様々な態様において、本発明のコーティングは変換後に測定可能な
量の乳酸およびグリコール酸分解生成物を生じない。好ましいコーティング
は一般に、遊離脂肪酸およびビタミンＥ（α－トコフェロール）の混合物も
含む可能性がある、トリグリセリドに結合したω－３脂肪酸からなるか、ま
たはそれらから誘導される。トリグリセリドはリパーゼ（酵素）によって分
解され、細胞膜を通過して輸送されうる遊離脂肪酸となる。例えば、図３
は、トリグリセリドのエステル結合の塩基触媒性加水分解の概略図を示す。
続いて、細胞による脂肪酸代謝が起こり、コーティングから生じる任意の物
質を代謝する。本発明のコーティングの生体吸収性により、コーティングは
経時的に吸収され、生体適合性の基礎となる送達または他の医療デバイス構
造だけを残すことになる。本発明の好ましい態様において、生体吸収性コー
ティングまたはその分解生成物に対して異物炎症反応は実質的にない。」
（３０頁１３行－３１頁１３行）
カ
「実施例
　下記の実施例はすべて魚油出発原料を用いる。この出発原料は、ヨウ素価
（鎖不飽和の量の尺度）が１５０よりも高い、様々な鎖長の飽和および不飽
和脂肪酸、グリセリド、およびトリグリセリドの混合物を含んでいた。ヨウ
素価が高いほど炭化水素鎖の不飽和度が高い。具体的には、魚油は少なくと
も１８％のすべてシス型の５，８，１１，１４，１７－エイコサペンタエン
酸（ＥＰＡ）および１２％のすべてシス型の
４，７，１０，１３，１６，１９－ドコサヘキサエン酸（ＤＨＡ）脂肪酸を
含んでいた。製造者の分析証明書（Ｐｒｏｎｏｖａ，ＥＰＡＸ　３０００　
ＴＧ）に記載されている、魚油のけん化後にＧＣ／ＭＳ分析により検出され
た脂肪酸鎖の化学構造を図７に示す。分析証明書には、魚油が２７．５９％
の飽和脂肪酸、２３．３０％の一不飽和脂肪酸、および４５．０５％の多不
飽和脂肪酸を有し、そのうち４０．６３％は具体的にはω－３脂肪酸である
ことも示されていた。
　様々な実施例において、薬物放出コーティングおよび試験コーティングし
た医療デバイスは、特定の実施例において別記されているものを除き、一般
には下記のとおりに調製した。コーティングした医療デバイスは、
Ａｔｒｉｕｍ　ＰｒｏｌｉｔｅまたはＰｒｏｌｉｔｅ　Ｕｌｔｒａのいずれ
かのポリプロピレンメッシュを液体魚油（ＥＰＡＸ　３０００　ＴＧ）に手
作業による浸漬および／またはローラー適用により封入して調製した。続い
て試料をテフロンで内面加工した金属パンに入れて硬化した。
実施例１：コーティングの構造決定
　実施例１において、コーティングされた医療デバイスを高気流オーブンで
一連の時間および温度（標準条件は１５０°Ｆで３日間および２００°Ｆで
２４時間であった）で硬化し、その後魚油を、触媒として熱を用いての脂質
自動酸化メカニズムにより、ポリプロピレンメッシュを封入している架橋ゲ
ルコーティングに変換した。

　ＦＴＩＲ、ＤＳＣ、液体および固体状態Ｃ１３ＮＭＲ、Ｘ線回折、
ＧＣ／ＭＳ、およびＬＣ／ＭＳ分析を、２００°Ｆで２４時間硬化した



ＥＰＡＸ　３０００　ＴＧ魚油コーティングに対して行った。
ＦＴＩＲ分析：
　図８はＦＴＩＲ分析であり、非硬化魚油（８０１）と最終硬化コーティン
グの比較を示している。ＦＴＩＲは、コーティングがヒドロキシル
（８００）、メチレン（８０５）、メチル（８０５）、トランス
Ｃ＝Ｃ（８１０）、および無水物／脂肪族過酸化物／ラクトン結合（８１５
および８３０）を含んでいたことを示している。無水物／ラクトン／脂肪族
ジアシルペルオキシドのバンド吸収で見られるとおり架橋の存在が検出され
たことに加えて、複雑なカルボニルのバンド形が得られ、エステル
（８２０）、ケトン（８２５）、アルデヒド（８２５）、および脂肪酸
（８００）副生成物吸収を含むことが判明した。メチレンバンドの位置は、
コーティング中に存在する炭化水素鎖は無秩序状態にあることを示してお
り、これは非結晶構造と一致する。さらに、魚油出発原料中のシスＣ＝Ｃ結
合（８３５）は硬化工程中にほぼ完全に消費されたことが観察された。硬化
工程中に対応するトランスＣ＝Ｃ結合（８１０）の増加が見られた。
（略）
加水分解試験
　実験は、本実施例の硬化コーティングは主にエステル結合と、それよりも
少ない量の無水物、ラクトン、および脂肪族過酸化物結合を含み、これらは
インビボで加水分解を受けて経時的により小さい成分に変わることになるこ
とを示している。以下の所見は、図３に示すとおり、加水分解メカニズムを
用いての硬化コーティングの変換を裏付けている。これらの実験は、硬化
コーティングの変換を評価するために、以下のとおりに行った。
　けん化反応を、トリグリセリドエステルを低分子量の脂肪酸およびアル
コール（すなわち、グリセロール）に容易に変換することが公知の、
０．１Ｍ　ＮａＯＨ（ｐＨ＞１１）中で行った。ＮａＯＨ溶液中に加え、
３０分以内に完全に溶解した後、硬化魚油コーティングは加水分解メカニズ
ムにより分解したことが確認され、裸のポリプロピレンメッシュが残った。
　１５０°Ｆおよび２００°Ｆで硬化したコーティングの分解挙動における
差を評価するために、硬化魚油封入メッシュ試料を３７℃および５５℃の両
方で０．１Ｍ　ＮａＣｌ溶液を含む０．１Ｍリン酸ナトリウム緩衝液
（ｐＨ＝７．４）に加えた。２００°Ｆで硬化したコーティングは５５℃で
は１８日間で溶解したが、３７℃では溶解するのに１２週間かかった。
１５０°Ｆで硬化したコーティングは５５℃で１８～２１日間で溶解した。
　１５０°Ｆおよび２００°Ｆで硬化したコーティングの変換挙動における
差をさらに評価するために、１×１''コーティングを２０ｍｌの０．１Ｍ　
ＮａＯＨ（ｐＨ＞１１）を含む２０ｍｌガラスシンチレーションバイアルに
入れた。コーティングが加水分解され、溶液中に溶解する時間は、
１５０°Ｆで硬化したコーティングでは約１４分、２００°Ｆで硬化した
コーティングでは１９分と判明し、これは２００°Ｆで硬化したコーティン
グは基本条件下ではより多く架橋し、したがってけん化に長い時間がかかる
というＦＴＩＲスペクトルデータと一致している。
　緩衝溶液中で変換された硬化コーティングから取得したＦＴＩＲスペクト
ルは、脂肪酸、脂肪酸塩、およびアルコールの生成に一致していた。第１６
日の加水分解材料から取得した代表的スペクトルを図１３に示している。こ
のスペクトルは、図８のスペクトルと比べた場合、ＯＨ（水およびアルコー
ル）バンド（１３０５）、ＣＨ２バンド（脂肪酸およびアルコール、

１３１０）、エステルＣ＝Ｏバンド（１３２０）および脂肪酸Ｃ＝Ｏ－Ｏバ
ンド（１３２５）において有意な差を示している。」（３７頁２４行－４２
頁１７行）
キ
「１． 医療デバイス用コーティングであって、前記コーティングは、疎水
性非ポリマー性架橋ゲル、治療薬および脂肪酸を含む、コーティング。
２． 医療デバイス用コーティングであって、前記コーティングは、疎水性
非ポリマー性架橋ゲル、治療薬および脂肪酸を含み、インビボで該治療薬を
所望の放出速度で放出する、コーティング。
３． 医療デバイス用コーティングであって、前記コーティングは、疎水性
非ポリマー性架橋ゲル、治療薬および脂肪酸を含み、インビボで非炎症性成
分に分解する、コーティング。
（略）
３０． 生体吸収性である、請求項１－２９のいずれか一項に記載のコー
ティング。
３１． 天然油含有出発原料から誘導される、請求項１－２９のいずれか一
項に記載のコーティング。
３２． 前記天然油含有出発原料が魚油である、請求項３１に記載のコー
ティング。」（請求の範囲）



ク
「



　　　　　　　　　　　　　　　　図７」
（３）刊行物に記載された発明
　刊行物Ａには、脂肪酸を含み、魚油等の天然油含有出発原料から医療デバ
イス用コーティングを構成すること（上記（２）ア、キ）、該コーティング
は加熱による自動酸化等の架橋により構成され、外部架橋剤を要していない
こと（上記（２）イ、エ、カ）、該コーティングはインビボで脂肪酸やグリ
セリド等、出発原料であるトリグリセリド由来の物質に加水分解されること
（上記（２）オ、カ）が記載されていること、図７（上記（２）ク）は、実
施例１の硬化魚油コーティングのけん化後に検出された脂肪酸鎖の様々な化
学構造の概略を示しており（上記（２）ウ）、この図においてＣ１６脂肪

酸は、１７．０４％（Ｃ１６）＋０．７６％（Ｃ１６：１）＋２．１４％
（Ｃ１６：４）＝１９．９４％含まれることが示されていることを踏まえる
と、以下の発明（以下、「刊行物発明」という。）が記載されているものと
認められる。
「医療デバイス用コーティングであって、前記コーティングは架橋脂肪酸を
含み、前記脂肪酸は、１９．９４％のＣ１６脂肪酸を含み、前記コーティ

ングは、外部架橋剤を含まず、前記コーティングは、インビボで遊離脂肪酸
やグリセリド等の出発原料であるトリグリセリド由来の成分に加水分解す
る、コーティング。」
（４）対比
　補正発明と刊行物発明とを対比する。
　刊行物発明のコーティングの出発原料である「トリグリセリド」は、加水
分解を受けると遊離脂肪酸、グリセリドおよびグリセロールへと変換される
ことは、最早例示するまでもなく本願出願（優先日）前における周知の技術
事項である。
　また、硬化魚油コーティングのけん化後に検出されたＣ１６脂肪酸は、

１９．９４％含まれること、すなわち、５～５０％の範囲内で含まれること
が示されている。
　そうすると、補正発明と刊行物発明とは、
「医療デバイス用コーティングであって、
　前記コーティングは、架橋脂肪酸を含み、前記脂肪酸は、５～５０％の
Ｃ１６脂肪酸を含み；

　前記コーティングは、外部架橋剤を含まず；そして、
　前記コーティングは、インビボで遊離脂肪酸、グリセリドおよびグリセ
ロールに加水分解する、コーティング。」
の点で一致し、次の点で一応相違するものと言える。
一応の相違点：
　補正発明では、かかるコーティングは、インビボでの加水分解を促進する
のに十分な量のカルボン酸基を含むことを特定しているのに対し、刊行物発
明ではその点が明らかでない点。
（５）判断
　上記相違点について検討する。
　補正発明は、その実施例において「魚油から誘導された」
（【０１５３】）ものを包含し、刊行物発明は、該補正発明と同様、魚油を
出発原料としたコーティングであり、該魚油は、脂肪酸を含むものである
（上記（２）エおよびオ）。また、補正発明は、その実施例において「被覆
医療デバイス（例えばポリプロピレンメッシュ）を高空気流オーブンにて
２００°Ｆで２４時間にわたって硬化させた後、魚油を、魚油に存在する
Ｃ＝Ｃ結合を酸化させて酸化副生成物（すなわち、炭化水素、アルデヒド、
ケトン、グリセリド、脂肪酸）を形成させ、元々の油のトリグリセリドから
誘導されたエステルを十分に保存しながら、ポリプロピレンメッシュを封入
する架橋生体材料コーティングに変換した。」（【０１５３】）との実施態
様を示し、刊行物発明の実施例は、該補正発明と同様、「コーティングされ
た医療デバイスを高気流オーブンで一連の時間および温度（標準条件は
１５０°Ｆで３日間および２００°Ｆで２４時間であった）で硬化し、その
後魚油を、触媒として熱を用いての脂質自動酸化メカニズムにより、ポリプ
ロピレンメッシュを封入している架橋ゲルコーティングに変換した」もので
ある（上記（２）カ）。そうすると、刊行物発明においても、補正発明と同
程度に、インビボでの加水分解を促進するのに十分な量のカルボン酸基を含
むものと解するのが相当である。
　このため、上記一応の相違点に関し、補正発明と刊行物発明とは実質的に
相違しない。
（６）まとめ
　以上のことからみて、補正発明は、刊行物発明と相違する点が実質的に存
在せず、刊行物Ａに記載された発明であるから、特許法第２９条第１項第３



号に該当し、特許を受けることができないものである。したがって、補正発
明は、特許出願の際独立して特許を受けることができるものではない。

４　請求人の主張
　請求人は審判請求の理由において「図７は、魚油出発原料（ｆｉｓｈ　
ｏｉｌ　ｓｔａｒｔｉｎｇ　ｍａｔｅｒｉａｌ）の脂肪酸成分を示しており
（第３７ページ２５行）、このような魚油出発原料を硬化させることによっ
て形成される実際のコーティングにおける脂肪酸の比ではありません。」と
主張する。しかし、「図７は実施例１の硬化魚油コーティングのけん化後に
検出された脂肪酸鎖の様々な化学構造の概略を示す図」（上記３（２）ウ）
であり、すなわち、実際のコーティングとなったものの脂肪酸の比を示すも
のである。このため、上記主張を勘案することができない。

５　むすび
　以上のとおり、本件補正は、特許法第１７条の２第６項の規定に違反して
いるものと認められるので、同法第１５９条第１項で読み替えて準用する同
法第５３条第１項の規定により却下すべきものである。

第３　本願発明
　上記第２で結論したとおり平成２６年７月７日付け手続補正書による補正
は却下されたので、本願にかかる発明は平成２５年８月２３日付け手続補正
書により補正された特許請求の範囲の請求項１－６１にそれぞれ記載された
事項により特定されるとおりのものであり、そのうち、請求項１にかかる発
明（以下、「本願発明」という。）は次のとおりである。
「医療デバイス用コーティングであって、
　前記コーティングは、架橋脂肪酸を含み、前記脂肪酸は、５～５０％の
Ｃ１６脂肪酸を含み；そして、

　前記コーティングは、インビボで遊離脂肪酸、グリセリドおよびグリセ
ロールに加水分解する、コーティング。」

第４　当審の判断
１　引用文献及びその記載事項
　原査定において引用され、本願出願（優先日）前に外国において頒布され
た刊行物であることが明らかな下記引用文献１は、上記第２の３（２）にお
ける刊行物Ａと同じ文献であり、したがって、該引用文献１には同箇所に摘
示したア－クの事項が記載されている。
引用文献１：国際公開第２００７／０４７７８１号

２　引用文献１に記載された発明
　引用文献１には、上記第２の３（３）において認定した刊行物発明が記載
されている。

３　対比・判断
　本願発明と刊行物発明とを対比すると、上記第２の３（４）に示した点を
踏まえれば、両者の間に相違点は存在しない。

４　まとめ
　そうすると、本願発明は、刊行物発明と相違する点が存在せず、したがっ
て引用文献１に記載された発明であるから、特許法第２９条第１項第３号に
該当し、特許を受けることができないものである。

第５　むすび
　以上のとおりであるから、本願については、他の請求項について検討する
までもなく上記理由により拒絶すべきものである。
　よって、結論のとおり審決する。

平成２７年　９月　３日

　　審判長　　特許庁審判官 松浦 新司
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